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研究成果の概要（和文）：今日、日本語の歴史を研究するためのコーパスの構築が望まれている。このコーパス構築の
ためには、さまざまな歴史的な資料に単語の情報を自動で付与する形態素解析を行う必要があるが、これまでに近世（
江戸時代）の資料を対象としたものはなかった。本研究の目的は、主として近世の口語資料を、研究に必要な精度で解
析できるようにすることである。既存の辞書を元に見出し語を増やし、専用のコーパスを用いて機械学習を行った結果
、狂言台本や洒落本のテキストを高い精度で解析することが可能になった。この辞書は「日本語歴史コーパス」の構築
に利用され成果を上げている。

研究成果の概要（英文）：It is expected to construct a corpus to study the history of Japanese language 
today. To construct this corpus, it is necessary to perform automatic morphological analysis to annotate 
word information to various historical documents. However, there was no dictionary fitting for documents 
of Late Middle Japanese (in the Edo era) so far. Our purpose was to make it possible to analyze documents 
of the Edo era with a high accuracy necessary for the linguistic study. Expanding the entries of the 
existing dictionary and using a specific corpus for training data, we could analyze texts of kyogen and 
Sharebon with a high degree of accuracy. These dictionaries are used for the construction of the Corpus 
of Historical Japanese now.

研究分野： 日本語学
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１．研究開始当初の背景 
現代日本語の大規模コーパス（BCCWJ：

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』）の完
成を受け、日本語の歴史的な研究を行うこと
のできる歴史的コーパスの構築が期待され
ている。国立国語研究所では「通時コーパス
の設計」プロジェクトがその準備作業を行っ
てきた。海外ではオックスフォード大学のフ
レレスビック教授の下で日本語の歴史コー
パス（Oxford VSRPJ corpus）の構築が進め
られており、国際的にもその必要性は高まっ
ている。 
研究代表者らは、これまでに現代語コーパ

ス（BCCWJ）のための形態素解析辞書
「UniDic」の開発に携わった。また、現代語
の UniDic を元に、近代の文語論説文を対象
とした「近代文語 UniDic」、中古の和文系資
料を対象とした「中古和文 UniDic」を開発
し公開してきた。これらの辞書により、中古
以降の和文系の資料や、近代の文語論説文な
どについては形態素解析済みのコーパスを
構築する目処が立っている。 
しかし、日本語の通時コーパスの中でかな

りの量を占める近世の口語文については、い
まだ高精度な解析を行う目処が立っていな
い。日本語の通時的な研究が可能なコーパス
の構築には、近世口語資料の解析の問題は避
けて通れない。本研究課題は、この問題を解
決しようとするものである。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、一般的な校訂済みの近世

語の資料をコーパス構築に十分な精度で解
析することが可能な形態素解析辞書を作成
することを第一の目標とする。この辞書には
現代語・近代文語・中古和文と同様、UniDic
の枠組みを採用し、語彙素・語形・書字形に
階層化された、言語研究に適した電子化辞書
とする（UniDic の構造については、伝ほか
「コーパス日本語学のための言語資源：形態
素解析用電子化辞書の開発とその応用」『日
本語科学』22 号）。また、語の区切り方は「短
単位」という規定に基づいて揺れのない斉一
な単位となるように配慮し、他の同時代資料
の解析結果との比較を可能にする。さらに現
代語や近代文語・中古和文の UniDic との互
換性を可能な限り確保し、通時的な比較も可
能とする。この辞書と、既存の形態素解析器
（プログラム）である「MeCab」（工藤拓）
とを組み合わせ、解析システムとして日本語
研究者に利用しやすい形で公開する。 
 この形態素解析システムが利用可能とな
る後半には、この解析辞書の評価のため、解
析結果を用いたコーパス言語学的手法によ
る近世語研究を行う。特に形態素解析が特に
威力を発揮すると考えられる分野を中心に、
テキスト検索では用例を採集しづらい助動
詞などの付属語や、資料中の全語彙の集計結
果を用いた文体比較等を対象とする。いずれ
もデータベース上で品詞情報付きのコーパ

スを用いて資料の全ての語彙を取り扱う新
しい研究手法によるものである。これにより
近世語の研究における形態素解析を用いた
方法の有効性を示す。 
近世語の研究においてはいまだ目視によ

る用例収集が主流で、テキストデータの利用
がようやく始まったところにすぎず、本格的
なコーパスを用いた研究は行われていない。
本研究で形態素解析が可能になることでは
じめて、近世語研究にコーパス言語学的な手
法を本格的に導入することが可能になる。多
数の資料が残されている近世語の研究では、
現代語で行われているコーパス言語的な手
法による研究が効果を上げるものと考えら
れ、本研究による成果は、今後の近世語研究
の発展に資することになると考えられる。 
また、本格的な通時コーパスの構築におい

ては、日本語の歴史的資料のなかで大きな分
量を占める近世語資料の解析が大きな問題
になっている。本研究で近世口語文の形態素
解析が可能になることによって、はじめて
「通時的」なデータが可能になる。この意味
で、コーパスを用いた日本語の通時的研究の
発展全体に対しても大きな貢献を行うこと
ができる。 
 
３．研究の方法 
(1)全体の流れ 
既存の形態素解析用辞書『UniDic』に対し

て語彙を追加し、近世語の学習用コーパスを
整備し、近世口語文を一定の精度で解析でき
る形態素解析辞書を開発する。この辞書を用
いて近世口語資料を新規に解析して未登録
語の発見・追加を行い、学習用コーパスの量
を拡大する。 
こうして辞書の整備を継続して、最終的に

目標精度 95％の最終版の形態素解析辞書を
公開する一方、作成したコーパスと解析デー
タを用いた新しい手法にもとづく近世語研
究を行った。 
 

(2)研究分担 
次のような分担で形態素解析辞書の作成

を行った。 
小木曽：近世語資料をより高い精度で解析す
るための技術開発。形態素解析辞書の公開。 

岡部：江戸語の文法項目整備、辞書見出し語
選定。コーパスを活用した江戸語の研究。 

村上：上方語の文法項目整備、辞書見出し語
選定。コーパスを活用した上方語の研究。 

市村：辞書見出し語のデータベース登録とコ
ーパスの人手修正。 

 
(3)形態素解析辞書の整備 
形態素解析辞書の構築とその精度向上の

ため、次の①～④を行って辞書と学習用コー
パスの拡充に努めた。 
① 近世語資料の解析と未登録語の抽出 
これまでに作成した洒落本・人情本のテキス
トデータを、既存の形態素解析辞書（『中古



和文 UniDic』『近代文語 UniDic』で解析し、
その解析結果にみられる未登録語・誤解析例
から、辞書データベースに登録する候補を選
び出す。 
② 辞書データベースの整備 
すでに構築されている UniDic 用の形態論情
報データベース・システム（サーバと見出し
語入力・編集用ソフト）を用いて、近世語資
料で用いられる見出し語（活用表を含む）を
登録してゆく。データベースへの登録は
UniDic の構造にあわせて「語彙素」「語形」
「書字形」の階層ごとに行う。語の区切り方
は国語研で設計された「短単位」に従い、『近
代文語 UniDic』『中古和文 UniDic』等既存の
辞書との互換性を維持する。 
③ 解析結果の整備、学習用コーパスの作成 
解析対象としたテキストのなかから代表的
な資料を選び、これを特に高精度なコーパス
として整備し、学習用コーパス（形態素解析
システムが利用する語の連接コストなどを
統計的に学習することのできる資料）とする。 
④ 近世語資料を対象とした解析辞書の試作 
語彙を増補した辞書（②）と、新たな学習用
コーパス（③）を元にして、近世口語資料を
対象とした解析辞書を作成する。この際、『近
代文語 UniDic』『中古和文 UniDic』等の学習
用コーパスも活用し、適切な機械学習が行え
るように努めた。 
 
(4)解析結果を用いた近世語研究 
辞書の学習用に整備した学習用コーパス

とテキストの形態素解析結果を活用し、コロ
ケーション強度などの統計分析の手法を取
り入れた近世語の記述的研究をおこなった。 
 
４．研究成果 
形態素解析辞書は、狂言用の形態素解析辞
書と、洒落本等の近世口語資料汎用の形態素
解析辞書の 2つの辞書を作成した。前者の狂
言用の辞書は、単語分割で 98.9％、品詞認定
で 97％、語彙素認定で 96％という高い精度
を達成し、国立国語研究所『日本語歴史コー
パス』「室町時代編Ⅰ 狂言」の構築に活用さ
れた。後者の汎用辞書は、品詞認定でおおむ
ね 90％程度にとどまるが、地の文と会話文を
分けて解析を行うプログラムを開発するこ
とにより、より高い精度で解析することが可
能になった。この辞書により洒落本のデータ
計 15 作品について形態素解析を施し、人手
修正作業を行った。 
研究論文としては、近世語の形態素解析と

コーパス開発を扱ったもの、形態素解析によ
るアノテーションを含む近世語のコーパス
を活用した研究を含め、合計 12 編を発表し
た。 
学会発表は、海外の国際学会での発表 3件

を含め 12 件行った（2015 年度に発表が確定
している国際学会 1件を含む）。 
本研究で開発した形態素解析辞書を用い

ることで、中世から近世の口語資料について

形態素解析を行うことが可能になった。これ
により、室町時代語や江戸時代（上方・江戸）
語の資料に形態素解析を施して『日本語歴史
コーパス』を拡張する基盤が整った。 
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